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1．西部におけるデロとの戦い
　2001年9月11日に起きた同時多発テロの後、
多くの人命を失ったことへの嘆きが、国外への
敵意に充ちた視線を加速度的に編成していった。
テリー・テンペスト・ウイリアムス（Terry
Tempest　W皿ams）は「一愛国者として」（‘One
Patriot’）というエッセイで、友人とウイリア
ムスの父親が9．ユユについて意見を交わす場面を
紹介するeそこで友人は、国内に充満する被害
者としての嘆きに同調せず、むしろ西部の自然
が攻撃されなかったことへの安堵を漏らす。
「しかし個人的な恐怖を感じた後、しば
らくして気づいたわ。ここ西部で暮らす
自分にとって、本当に私の世界を破壊す
るのは、テートン山脈やグランドキャニ
オンをテロリストが爆撃することかもし
れないって。」
「誰もテートン山脈なんか爆撃するわけ
がない」と父がさえぎった。「ばからし
い。」
「最後まで言わせて」と彼女は言った。
「私が言いたいのは、自分にとってテロ
リストが行う最悪のことは、テー一トン山
脈やイエローストーンといったすべてが
赤い岩の地域を破壊することなの。」
「そのとおりね」と私は言った。
父は私を見て、言い返すことをしなかっ
た。私たちは紅茶を飲んだ。〔37－8）1
このように赤い岩だらけの地域が狙われなかっ
たことへの友人の安堵に、ウイリアムスの父は
あきれかえる。ユタ州に住み自然保護にたずさ
わる作家ウイリアムスは、「誰もテートン山脈
なんか爆撃するわけがない」という父の発言に
なぜ都市だけがテロという言葉と容易に結びつ
くのか、という疑問を抱く。
　ユタ州で暮らすウイリアムスは、隣接するネ、
ヴァダ州核実験施設（the　Nevada　Test　Site）
で核実験の禁止、および核廃絶を求める示威行
為に関わってきた。そのため実験施設の風下で
暮らす住人を危険にさらす米国政府が、「テロ
リスト」という言葉を使うことに戸惑いを隠せ
ない。また、同じユタ州で暮らす父が、米国西
部とテロを結びつける発言を「ばからしい」・
（“ThaVs　ridiculous”）と嘲笑することにも失
望を感じている。この時、父には母、妻、娘が
次々と乳癌にかかる場所で暮らす生活者として
の感覚が抜け落ちていた。娘のウイリアムスが
友人に同意することで、父はこの忘却に気づき、
最後には沈黙する。
　本論では、ウイリアムスによって提示された
米国西部にたいする二つの眼差しを起点に、国
立公園と核実験場という二つの西部にρいて考
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察していく。マイク・デイヴィス（Mike
Davis）の『デッド・シティズその他の話し」
（Dead　Cities　and　Other　Tates）、ピーター・ゴ
ーイン（Peter　Goin）の写真エッセイ、レベッ
カー■ソルニット（Rebecca　Solnit）の『野蛮な
夢』（Savage　Dreams）は、西部がどのように見
られてきたか、それにたいしどのような対抗言
説を生みだそうとしてきたかが詳述されている。
彼らの著作を通じて、「西部」の瓜景を語り直
す実践と、それが環境被害を押しとどめる可能
性について考察してみたい。
2．デッド・シティズからテーマ・パークヘ
　マイク・デイヴィスによる『デッド・シティ
ズその他の話し』では、写真による西部の表象
を歴史的にたどっている。，第二次大戦期よりペ
ンタゴンは、ネヴァダ州とユタ州のグレート・
ベースンを「国家の犠牲地帯」（national　sacr磁ce
zone）とし、兵器の残骸やプルトニウムで汚
染してきた。2しかしアンセル・アダムスを代
表とする環境団体シエラ・ネヴァダ学派の写真
家たちは、フレームから一切の入間的な痕跡を
排除し、西部の美しい風景写真で汚染された西
部を背景化した。（39）3これにたいしリチャ
ード・ミズラック（Richard　Misrach）、キャロ
ル・ギャラハー（Carole　GaUagher）といった
写真家は、1980年頃より国家の犠牲地帯となっ
た西部を撮影し始める。ミズラックの西部は緑
あふれる自然空間ではなく、極めて政治的な空
間を写し出した。
　ミズラックの写真集『Violent　Legacie呂狂気
の遣産』には、兵器の残骸が点在する白いアル
カリ土壌の砂漠、鬼火のように火を噴く大地、
ガソリンスタンドを呑み込む驚異的な洪水、眼
球のない手足の曲がった牛馬の死骸、濁った水
のたまる巨大なクレーター、射撃練習の標的に
されたレイ・チャールズやヌード写真の載った
雑誌が写し出されている。旅行客を誘うような
美しい風景に、攻撃された大地の傷と人災被害、
持ち込まれた都会文化の残骸が混在する。これ
は「死の苦しみに喘ぐ恐ろしく、睡魔を誘う自
然、つまりインフェルノという風景」（the
terrible，　hypnotizing　Nature　in　its　death　throes，
Landscape　as　lnferno）であった。（38）荒野と
都会、自然と非自然が混在するカオスとして、
「酉部」の風景が戦略的に写し出されている。
ここでは醜い被写体として写し出されることの
多い汚れた大地が、「睡魔を誘う」美しさを伴
うため、エノラ・ゲイを収容した格納庫でさえ
ユタ州の砂漠に「非現実的な」（surreal）様相
で停んでいる。ミズラックはこの手法で、西部
の社会風景へと人々を誘おうとしたのである。
　しかしこの社会風景もすぐに、未来型パーク
やノスタルジアを喚起するテーマ・パークへと
変貌する。デイヴィスは2002年に建設計画が発
表された4，000もの核燃料タンクを収容する「不
気味な環境アート・パーク」（asinister
environmental　art　park）の登場を幻視する。
これがウイリアムスが危惧し、父が見落とす「ア
メリカでもっとも狙われやすいテロリスト・タ
ーゲット」（the　natiOn’S　mOSt　inviting　terrOriSt
target）としての西部である。（59）これにた
いしピーター・ゴーイン（Peter　Goin）は、時
代の変化を表す定点i撮影を行うことで、朽ちか
けた軍事施設や核実験によってできた巨大クレ
ーターが、ユ980年代後半に観光地化している現
状をf云える。
　ニューメキシコ州のトリニティ・サイト、ワ
シントン州のハンフォードにある核燃料貯蔵施
設、ネヴァダ州の核実験場を題材としたエッセ
イ「現在の風景における核の過去」（‘The　Nuclear
Past　in　the　Landscape　Present’）の写真には、
これらの施設が、ユ980年代以降に補修工事を施
されていたことがわかる。たとえば世界最初の
核実験が行われたトリニティ・サイトの爆心地
近くにあった邸宅は、爆風を浴びる以前の姿に
修復されていた。またネヴァダ州の核実験場に
おいても、爆風を浴びながら残存した建造物に
補修が施され、敷地内のツアーで訪れる場所の
一つになっている。このツアーに参加したゴー
インは、巨大クレーターを前にして、「科学戦
士」（the　science　warrior）が蹟雇する世俗的
な空聞が、「目的もなく訪れた観光客」（the
accidental　tourist）にとっては「叙情的な場所」
（the　lyrica1）になっていることを知る。（98）
ツアーガイドの説明、補修された建造物によっ
て、大地に刻まれた砂の窪みさえ、その脅威を
伝えにくくなっている。定点撮影を行うことで
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ゴーインは、社会風景がテーマ・パークの風景
へと変えられる時間の流れを読みとっていた。
　このように冷戦下における軍拡競争を記憶し
ようとする試みは、歴史的建造物の保存という
名目による塗り替えによって阻まれている。塗
り替えにより歴史が見えにくくなるとき、レベ
ッカ・ソルニットは聴覚で、社会風景を可視化
していこうとする。
3．忘れられた風景の復権
　作家レベッカ・ソルニットは、活動家である
弟のデイヴィッド・ソルニット（David　Solnit）
に促され、1987年からネヴァダ州ネリス空軍基
地における核実験反対運動に参加するようにな
った。1994年に出版された『野蛮な夢一アメリ
カ西部の風景戦争への旅』（Savage　Dreams　：A
Journey　illto　the　Landscape　VVars　of　the　American
West）は、1990年前後の活動記録と、グレート
・ベースンおよびヨセミテ国立公園の資料調査、
聞き取り調査で構成されている。テリー・テン
ペスト・ウイリアムスやリチャード・ミズラッ
クと同じく、ソルニットにとっての西部も「絶
えず戦争中である西部」（aWest　endlessly　at
war）であった。（85）ソルニットもこの戦争
に参加するが、参加の指針は二つ挙げられてい
る。一つはヘンリー・デイヴィッド・ソロー
（Henry　David　Thoreau）が米墨戦争で示した
1846年の税金不払いという市民不服従であり、
もう一つがニュルンベルク裁判を経て1946年に
採択された「ニュルンベルク原則」．（the
Nuremberg　PrinCiples＞である。後者は平和と
人類にたいする犯罪を行う指導者に服従しない
ことを、市民の義務と定めた原則であった。こ
の原則に従えば核実験は戦争犯罪の「リハーサ
ル」（rehearSa1）であり、これに異議を唱えな
いことは指導者が未来に引き起こす犯罪の責任
を負うことになる。（23）そのためソルニット
らは、ソローの非暴力直接行動を…批判的に継承
しつつ、反対運動に加わっていく。
　米国ネヴァダ州における核実験反対運動は
1950年代から始まり、1987年からは春にピース
・キャンプ（Peace　Camp）が開催され、道路
封鎖や軍事施設への不法侵入を行うようになっ
た。4ソルニットにとってこの運動は単なる政
治活動ではなく、アメリカ西部において社会風
景を見るという文化実践でもあった。西部にお
いて風景を見ることは、概してヨセミテ国立公
園などへ向かうことを意味し、写真などで紹介
された風景の確認で終わることが多い。ここで
ヨセミテが風景を見る場所として選定された理
由に関するソルニットの考えを紹介し、ヨセミ
テの先にあるグレート・ベースンをもうひとつ
の西部として前景化する彼女の実践を読みとり
たい。
　ヨセミテが賛美される理由を考えるため、ソ
ルニットはヨーロッパのアルカディア（エデン）、
そしてユートピアをめぐる言説を考察し、牧歌
的な風景賛美と人工楽園の夢が自然観に与えた
影響をたどる。（112一ユ4）たとえば中世以降で
は風景画の誕生、風景画を模倣する貴族による
造園、庭園以外の自然を賛美する啓蒙思想とロ
マン主義、そしてヴィクトリア朝期の神の痕跡
を自然に求める宗教的自然観の変遷がたどられ
る。このような自然観のもとで、風景を見る視
線は枠付けられてきた。また風景イデオロギー
は空間的なアナロジーによっても構築された。
米国西部の自然においてヨセミテは、ヨーロッ
パの風景と比較可能であったがゆえに賛美され
たが、比較対象を持たないプレーリーや荒野は
鑑賞対象から外されたeそのため「砂漠国立野
生生物保護区」（Desert　National　Wildlife　RefUge）
が、核実験を行うネリス空軍基地と半分以上、
敷地面積が重なりあう状況が許されている。ソ
ルニットは、「視線の枠付け」（‘Framing　the
View’） いう章で、この自然観が「視覚の偏
重」（emphasis　on　the　visual）によってもたら
されていると批判する。（262）
　これに対しソルニットは数々の先住昆との交
流をとおして学んだ、自然と人間とを切り離さ
ない、人問と自然（神々）が対話する循環型の
自然観を提示する。この自然観は、ソルニット
自身の経験にも合致していた。彼女は広大な砂
漠に立つことで、無数の声に呼びかけられた経
験について語る。無数の声は全くの無音である
砂漠から発せられた。
ここ沈黙においては、他では聞こえない声、
その人自身の恐怖や夢の声、地理学的な地
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球、空、風、そして死の声が旅人につぶや
く。そのような精神的な知を求める者にと
って、砂漠はつむじ風の声を聞く最高の場
所である。そうでない者にとっては、恐ろ
しい場所である。（62）
　この体験はソルニットだけのものではなかっ
た。ロケットによる空中での核実験を行おうと
した科学者が、実験予定地である砂漢に立ち、
そこで「魂を粉々にする沈黙」（asou1・shattering
silence＞に包まれる。彼は「時に砂漠が言い返
す」（the　desert　sometimes　speaks　back）場で、
自分の行おうとしていたことに「董恥心」
（shame＞をおぼえる。（66－7）また『野蛮
な夢』の3年前である1991年に出版された『鳥
と砂漠と湖と』（ReLfitge　：Ait　Unnatural　History　of
Family　and　Place）においても、テリー’テン
ペスト・ウイリアムスはネヴァダ州での無音の
砂漢において呼びかけられる体験を描いた。5
つまり砂漠を訪れた者たちの紀行文に、「忘れ
られた風禦」（aforgotten　landscape）の聴覚
を主とする体験談が少なからずあり、これを語
り継ぐことでヨセミテの先にある風景へと誘う
可能性が期待された。（7）先住民の自然観と
聴覚の助けを借り、世界で最もヒバクした場所
さえも「ポストモダン・サブライム」（the
postmodern　sublime）という死の美しさをた
たえた大地として賛美することは、既に破壊さ
れた場所をも保護する動きを作り出すことにな
る。（47｝
4．移転する西部「犠牲地帯」
　ソルニットは『野蛮な夢』において、自らの
「破壊的な」（disruptive）経験について語っ
ている。ピー一ス・キャンプでの夜、荒野で灯し
たメキシコの特志キャンドルへ、何匹もの蛾が
飛び込んできた。聖母グアダルーペに捧げられ
る蝋燭に突入する蛾は、ロマン派が素材とする
イメジャリーのように、炎の中で死んでいく。
これは太陽より明るい核爆発の閃光を阻止する
座り込みで、荒野のろうそくが蛾を引き寄せる
強い灯りであることを知らなかった経験である。
荒野を生物のいない場所と思い蝋燭を灯したこ
とは、住人はいないとして行われた核実験と質
的には変わっていなかったのである。（42）こ
のソルニットの個人的な経験は、犠牲地帯の西
都を保護しようとする運動が、破壊的な側面を
持ちうることも示唆している。以下、マイク・
デイヴィスを参照しながら、保護が暴力の引き
金となる経緯を見ていきたい。
　1950年代以降、米ソを中心に繰り広げられた
核兵器および化学兵器の開発競争は、それぞれ
の国内に大きな被災地を生み出した。マイク・
デイヴィスによれば、ソ連崩壊後に明らかとな
った核実験による環境被害の実態は、アメリカ
において「自然殺識」（ecocide）と共産主義の
崩壊が結びつけられ、嘲笑された。（34＞しか
しアメリカの嘲笑は、自国の核実験への批判を
呼び込むことになる。カザフスタンの被災者住
民が、ネヴァダ州の被災者と連携し、「ネヴァ
ダ・セミパラテインスク運動」（Nevada－
Semipalatinsk　Movement）、さらに「地球の傷
治療」（Healing　Globa1　Wounds）というネット
ワーク団体を設立し、米国での反核運動を展開
したからである。（49）彼らの運動はジョージ
・ブッシュ（父）政権の核実験を一時的にせよ、
停止へと追い込む一因となった。テリー・テン
ペスト・ウイリアムスも『アトミック・ゴース
ト』（Atomic　Ghost）の序論で、停止のきっか
けとなった示威運動について紹介している。西
部ショショ　・一二族の族長レイモンド・ヨウエル
（Raymond　Yowell）を先頭に、彼らは1992年
の復活祭の日曜日、ネヴァダ州核実験施設に入
り込んだ。そこで15世紀のイエズス会の儀式を
もとにヤキ族が編み出した地面に花弁を撒く儀
式で、大地の復活を願ったのである。
　しかし数年後、ショショー二族系ゴシウト族
の族長レナード・ベア（Leonard　Bear）が、
西部の環境運動に衝撃を与えることになる。ソ
ルトレイクシティの西南に位置するグランツヴ
ィル（Grantsvile）には、生物化学兵器の実験
場がある。この地域に住むゴシウト族は、特別
保護区の一部をハーキュリーズ・コーポレーシ
ョンの実験施設に分譲していた。そして1997年、
周囲の反対を押し切って族長レナードは核燃料
廃棄場のために自らの土地を譲り渡す契約を行
う。ゴシウト族の言葉を話せなくなっている族
長は、民族文化を失いつつある状況で政府から
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補償金を受け取ることが、ゴシウト族の生活を
豊かにするだけではなく、文化再生の道を切り
開くと言う。さらに政府から多額の金を手に入
れることが、「トゥエレ・ヴァレーからゴシウ
ト族を駆逐し、民族文化を消滅の瀬戸際へと追
いつめてきた白人社会への甘美な復讐」（sweet
revenge　against　a　white　society　that　had
expeiled　the　Gosiute　from　Tooele　Valley　and
driven　their　culture　to　the　edge　of　extinction）
になると述べたのである。（58）　　　　、
　つまり核実験から西部を救い出す運動が、ゴ
シウト族による奪われた土地を取り戻す運動を
見えなくしていたと考えられる。同じように先
に述べた国際的な環境運動も、核実験からアメ
リカ西部を一時的に救ったものの、新たな課題
を抱え込むことになった。デイヴィスによれば、
クリントン政権は、モラトリアムの期間に南太
平洋のムルロア環礁で核兵器の代理実験を行っ
ていたと報告する。この実験は、イギリスから
の実験要請とフランスの代理実験承諾という国
際協議のなかで認可され、行われていた。つま
りアメリカ国内の核実験にたいする反対運動が、
その結果として被災地を国外へと移転させてし
まう結果を招いたのである。環境運動による実
験場の国外移転は、「誰の裏庭にも捨てない」
（‘not－in－anyone’s－backyard’）という運動理念
に反することであった。（49＞
　このように米国西部を犠牲地帯として論じる
こと自体が、世界的な軍事戦略や先住民の土地
問題との関係において再度検証される必要が生
まれている。さらにネヴァダ州での核実験が、
1963年に地上から地下へと移され、近年はコン
ピュータ管理された臨界実験へと移行した今、
ソルニットが述べるように、忘れられた風景を
絶えず「歩きまわり」（journeying）、歴史無き
空間が現れないようさらなる上書きを続けるこ
とが求められている。（212）
　Clarke）、ジョン・オグラディ（JohロO’Grady．　）、
　ジェイムズ・ターター（James　Tarter）らも放置
　されたウラン鉱山、都市近郊における原発建設を
　　とおして、「国家の犠牲地帯」について論じてい
　る。またクリスティーン・コプチャック（Kristine
　Coptiuch）がフィラデルフィア北部の第三世界化
　を例に挙げて述べるように、「疎外」（alienation）
　　された社会的弱者の生活する都市中心部において
　も、政府による攻撃対象としての「異国」（alien
　nation）が生み出されている。（242）
3．アンセル・アダムスの写真は、先住民を崇高な自
　然情崇に溶け込ませることで、彼らの生活や歴史
　　を消去している。
4．弟デイヴィッド・ソルニットが指導するアメリカ
　　ン・ピース・テスト（American　Peace　Test）は、
　1980年代に入るとピース・キャンプの中心的な運
　動団体になっていく。しかしアメリカ西部でのこ
　　の運動は地元メディアですら報道しなかった。ソ
　　ルニットは収監された弟の保釈金を払う自分を、
　　ソローの保釈金を用立てた彼の叔母に見立ててい
　　る。（14）
5．ウイリアムスのr鳥と砂漠と湖と」では、「女た
　　ちはもうそれ以上そういう状態に耐えられなかっ
　　た。彼女たちは母親だった」として、ヒバクによ
　　って乳癌を患った女性たちが政府にたいして立ち
　　上がる。（347－48）彼女たちが傷を癒すために訪
　　れる場所が、無音のヒパクした荒野であった。そ
　　こで汚染された母体が、汚染された大地と対話す
　　る。1961年以降の「女性平和ストライキ」
　　（Women’s　Strike　for　Peace）や88年の「プルト
　　ニウムのプリンセス」（Princesses　of　Plutonium）
　　といった女性が主体となった運動についてはレベ
　　ッカ・ソルニットを参照のこと。（95・一　9）
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